
本校にも大谷選手からのグローブが
届きました。「野球しようぜ！」の
メッセージと共に送られてきたグロー
ブは３つ。1つは左利き用で，３つと
も小学生向きの少し小さめのグローブ
でした。グローブが届いた瞬間に，子
どもたちも教職員も大喜び。みんなで
写真を撮ったり，さわったりと大感激
でした。お披露目式では，瀧田兄弟が
キャッチボールするなど，ひょっとす
ると崎原にまた野球ブームがやってく
るかもしれません。興味がある方は崎
原校までおこしください。

令和６年１月３０日発行

私たちの世代は

２月の主な行事

崎原小中学校 校長 鑪 謙治

遅くなりましたが，新年明けましておめでとうございます。今年もよろ
しくお願いします。

さて，今回のタイトル「私たちの世代は」は，保枝さつきさんにお借り
した本のタイトルです。著者瀬尾まいこ。文藝春秋から発行されています。

この本の登場人物は，コロナ禍において，人生が順調には進まなかった
子どもたち。一人は，学校に行きたくて仕方なかったのだけれど，コロナ
による休校が明けたときに，父親の体調があまりよくなかったため，「行
かなくても，行ってもいいんだから」ということで，学校に行かなかった
ことで不登校になってしまった子。一人は，明るい母のもと元気に過ごし
ていたがいじめにあってしまう子。親がなかなか帰ってこなくて，頭がい
いにもかかわらず学校に通わなくなった子。その他にも様々な人間模様を
もった人たちが登場します。

この本を読んで，コロナによる影響は，一人一人違って，ある人には他
愛のないことであったとしても，ある人には大きなショックだったり，大
きなストレスであったりする可能性があることに気づかされました。おそ
らくこの本は，フィクション作品ではあると思うのですが，どこかに同じ
ような人がいるんだろうと思わされる作品でした。登場人物の多くが，小
学３年生から登場してきますが，我々大人でもコロナには体だけでなく，
心を蝕まれました。人と話す機会は減り，マスクに覆われた顔からは表情
が読み取れず，いつの間にか他人とは関わらなくなり，自分のことだけで
精一杯になっていきました。コロナは，今までの経験にはないことばかり
を生みました。ですから，経験則だけではなく，相手のことをもっともっ
と考える必要が出てきたのです。

この本の最後の方では，主人公が教師になり，語るシーンが出てきます。
「環境も一人一人違うし，考えていることも一人一人違うから，人のこと
がわかるのって難しいよね。」と。まさにその通りだと思います。しかし，
人は自分のもっているものや経験したことでしか物事を見ることができま
せん。「ひょっとしたら」とか「まさか」と思うことがその人の身に起
こっているのかもしれません。きっとこうなんだろうと決めつけずに，い
ろんな話をしてみることが大切なのかもしれませんね。

この本の最後は主人公のこんな言葉で締めくくられています。「送るべ
きだった日常。用意されていたであろう未来。そこにあったはずの喜びや
楽しみ。そこに付随する悲しみや困難。私たちはそれらを手にすることは，
できなかったのかもしれない。だけど，私のもとにはあの日々が連れてき
てくれたものがたくさんある。どれも失いたくないものだ。」確かに人生
は理想的な流れがあるかもしれません。しかし，それは私たちが生きてき
た中での理想です。今の子どもたちにとって何が理想なのかは，その一人
一人の子どもたちが決めることなのかもしれません。子どもたちが描いた
理想を見れば，我々大人からすれば「違うのでは？」と疑問符がつくかも
しれませんが，子どもたちの本当の力を信じて，手助けをしたり，じっと
待ったりすることも我々大人の役割になってきたのかもしれません。コロ
ナが生み出した影響は，悪いことばかりではなく，多様性を見取られるよ
うになった。周りの人のことを考えられる時代になったと数年後にいえる
ようになってほしいと心から願います。

９日（金）崎原福祉交流会（中２）

１４日（水）中学校学年末テスト（～１６日）

２１日（水）授業参観・学級PTA

２２日（木）家庭教育学級・親子読書の日

1月13日(土)はふるさと奉仕
作業を行いました。いつもお世
話になっている崎原集落に何か
できないかと児童生徒会が考え，
毎年行っている行事です。今回
も学校周りの道路の清掃，落ち
葉拾い，集会場の片付け，掃除
を行いました。いつも様々な行
事で，食事や飲み物，カラオケ
の準備などを行っていただいて
いる崎原集落の皆さんにささや
かではありますが感謝の思いを
込めてがんばりました。
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入 学 説 明 会

始 業 式

3学期がスタートしました。始
業式では，小学部を代表して古田
朔太郎さん，中学部を代表して里
達磨さんが発表してくれました。
２人ともとても立派に発表してく
れました。3学期は中学3年生に
とっては受験が待っています。み
んなでプレッシャーにならない程
度に応援していきたいと思います。

1月19日に入学説明会が行われました。来
年度は小学1年生に3人。中学1年生に3人入
学予定です。崎原集落に住んでいる瀧田徠斗
さんもいよいよ中学生です。入学説明会後は，
奄美市いきいき健康課の保健師，徳田淳子さ
んに来ていただき，パパママリフレッシュ講
座を行っていただきました。とてもためにな
る講座でした。

大谷選手からのプレゼント

３月の主な行事
５日（火）公立高校入試（～６日）

８日（金）卒業生を送る会 お別れ遠足

１２日（火）卒業式（小中合同）

１３日（水）公立高校合格発表日

２５日（月）修了式

２７日（水）離任式

2月4日(日)９：００～崎原校区歩こう会を行います。
例年通りの開催です。特に準備するものはございませ
んが，タオル・水筒・雨具等の準備をお願いします。

令和6年度特認校バス代のお知らせ
新聞報道等でもありましたが，令和6年度のバス

代が月額6200円となりました。当初提案から半分
ほどの額になりました。御協力ありがとうございま
した。

令和5年度卒業式について
年度当初の予定では，小中別の開催予定

でしたが，諸事情により合同開催となります。

崎原校区歩こう会


